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内容 

 

表紙 

表題 

著作権 

献呈の辞 

序文 

 

第一部：導入 

1. 神学とは何か 

神学の本質 

神学の方法 

2. キリスト教のメッセージを今日化する 

神学の今日的脈絡 

キリスト教メッセージを今日化す

るためのアプローチ 

キリスト教における永遠的要素 

今日化の性質 

教理の普遍性の基準 

 

第二部：啓示 

3. 神の普遍的啓示 

啓示の本質 

一般啓示の様式 

一般啓示に関する聖書箇所 

一般啓示の価値についての相違す

る評価 

一般啓示と人間の責任 

一般啓示の意義 

4. 神の特別啓示 

特別啓示の定義と必要性 

特別啓示の様式 

特別啓示の様態 

特別啓示：命題的か人格的か 

命題的か、物語的か 

啓示としての聖書 

5. 啓示の保存：霊感 

霊感の定義 

霊感の事実 

霊感に関する諸理論 

霊感の範囲 

霊感の強度 

霊感についてのモデル 

6. 神の言葉の信頼性：無誤性 

無誤性についての諸概念 

無誤性の重要性 

無誤性と聖書の現象面 

無誤性の定義 

補助的問題 

7. 神の言葉の力：権威 

宗教的権威 

聖霊の内的働き 

権威の客観的構成要素と主観的構

成要素 

聖書と理性 

歴史的権威と規範的権威 

 

第三部：神 

 8. 神の教理 

神の内在性と超越性 

属性の性質 

属性の分類 

 9. 神の偉大さ 

霊である 

いのち 

人格的存在 

無限性 

不変性 

 10. 神の慈しみ深い善性 

道徳的特質 

神の愛と正義―緊張を伴う論点な

のか 
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 11. 神の三一性：三位一体 

聖書の教え 

歴史上の諸見解 

三位格の権威の関係 

三位一体の教理の本質的要素 

類比の探究 

 

 12. 神の計画 

鍵となる定義 

聖書の教え 

神の計画の性質 

論理的優先性：神の計画か人間の

行為か 

穏健カルヴァン主義的モデル 

歴史に関する諸種の見解 

 13. 神の原初的みわざ：創造 

創造の教理を学ぶ理由 

創造に関する聖書の教えの諸要素 

その教理の神学的意味 

創造の教理と科学との関係 

創造の教理の意義 

 14. 神の継続的みわざ：摂理 

保持としての摂理 

統治としての摂理 

摂理と祈り 

摂理と奇蹟 

 15. 悪と神の世界：一つの特別な問題 

問題の本質 

諸種の解決策 

悪の問題を扱うための諸主題 

 16. 神の特別な代理人：天使 

 良い天使 

 悪い天使 

 天使の教理の役割 

 

第四部：人間 

 17. 人間の教理への序論 

 人間のイメージ 

 キリスト教的人間観 

 人間の創造についての聖書の説明 

 人間の創造についての神学的意味 

 18. 人間の中にある神のかたち 

 関連する聖書箇所 

 かたちについての諸見解 

 各見解の評価 

 かたちの本質に関する結論 

 この教理の示唆すること 

 19. 人間の構成の性質 

 人間の構成に関する基本的見解 

 聖書的考察 

 代わりのモデル：条件つき統一性 

 条件つき統一性の示唆すること 

 

 20. 罪の本質と根源 

 罪を論じることの困難 

 罪の本質に関する聖書的眺望 

 罪の根源  

 21. 罪の結果 

 神との関係に影響を与える諸結果 

 罪人への影響 

 他者との関係への影響 

 22. 罪の重大さ 

 罪の範囲 

 罪の強烈さ 

 原罪に関する諸説 

 原罪：聖書的で現代的なモデル 

 

第五部：キリストの人格とみわざ 

 23. キリストの神性 

 聖書の教え 

キリストの全き神性の信仰からの

歴史における逸脱 
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機能的キリスト論 

キリストの神性が示唆すること 

 24. キリストの人性 

 キリストの人性の重要性 

 聖書の証拠 

 イエスの人性に関する初期の異端 

 処女降誕 

 イエスの無罪性 

 イエスの人性が示唆すること 

 25. キリストの人格の統一性 

 本主題の重要性と困難性 

 聖書資料 

 初期の誤った解釈 

 問題解決のための他の試み 

「一人格における二性」の教理の

基本的理念 

 

 26. キリストのみわざへの序論 

 キリストのみわざの諸段階 

 キリストの諸機能 

 贖罪に関する多様な説 

 27. 贖罪の中心テーマ 

 背景的諸要素 

 新約聖書の教え 

 贖罪の基本的意味 

 刑罰代償説への反論 

 代償的贖罪が意味していること 

 

第六部：聖霊 

 28. 聖霊の人格 

 聖霊の教理の重要性 

 聖霊理解の困難な点 

 聖霊の本性 

 聖霊の教理が意味すること 

 29. 聖霊のみわざ 

 旧約聖書における聖霊のみわざ 

イエスの生涯における聖霊のみわ

ざ 

キリスト者生活における聖霊のみ

わざ 

今日の奇蹟的賜物 

御霊のみわざが意味すること 

30. 聖霊に関する近年の諸問題 

聖霊と今日における預言 

聖霊と他の世界諸宗教 

聖霊と他の「諸霊」 

第七部：救い 

 31. 救いの諸概念 

 救いの諸概念が意見を異にする点 

 現代における救いの諸概念 

 32. 救いに先立つもの：予定 

 予定についての互いに異なる見解 

 解決案 

 予定が意味すること 

 33. 救いの始まり：主観的側面 

 有効召命 

 回心 

 再生 

有効召命、回心、再生が意味する

こと 

 34. 救いの始まり：客観的側面 

 キリストとの結合 

 義認 

 子とされること  

 35. 救いの継続と完成 

 聖化 

堅持 

栄化 

 

第八部：教会 

 36. 教会の本質 

 「教会」という用語の基本的意味 
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 教会の一致 

 教会の聖書的イメージ 

教えられること 

 37. 教会の役割と政治 

 教会の機能 

 教会の働きの中心：福音 

 教会政治の形態 

 今日のための教会政治制度の構築 

 38. 教会の儀礼：バプテスマと主の晩餐 

 バプテスマ：教会の入会儀礼 

 主の晩餐：教会の継続儀礼 

 

第九部：終末 

 39. 導入的事柄と個人終末論 

 終末論への序論 

 死 

 中間状態 

死と中間状態の教理が意味するこ

と 

 40. 再臨とその結果 

 再臨 

 復活 

 最後の審判 

 再臨とその結果が意味すること 

 41. 千年期と患難時代についての諸見解 

 千年期についての見解 

 患難時代についての見解 

 42. 最後の状態 

 義人の最終の状態 

 悪者の最終の状態 

最終の状態に関する教理が意味す

ること 

 

 

 聖句索引 

事項索引 

注 

裏表紙 
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序文 

 

  キリスト教教理とは、教会に「一度きり与

えられた」信仰を学び、その関連を理路整然

と整合して述べるものである。その意味にお

いて、それは不変である。しかし数多くの問

いかけが教理に対して起こされてきた。それ

は教理というものが、時間が経過した事によ

り起こる事象の変化に関係づけられねばなら

ないからである。もはやかなり前のことにな

るのであるが、大学生の科目で本『キリスト

教神学』を教科書として使用している教師た

ちから、きわめて専門的な記述の部分を取り

除いた簡略版の要望の声を耳にしていた。

『基督教教理入門』の第一版はその結実であ

る。この本に対する教師や学生たちの反応

は、彼らの真の必要にかなっていることを確

信させるものであった。年の経過とともに、

学生たちの関心は変化し、新しい教理的諸問

題に焦点が当てられてくる。そのとき、その

必要に間に合うように『基督教教理入門』の

第二版が準備された。そしてさらに近年の変

化と必要に対応して待望の『基督教教理入

門』の第三版が刊行されることとなった。こ

の要約版は、『キリスト教神学』において結

実した変化に対応している。 

 要約版『基督教教理入門』は、メイン・テ

キスト『キリスト教神学』を学ぶための下準

備を提供し、その学びへ移行させる助けとな

ることが意図されている。それは、様式と概

観においてメイン・テキストと同じである。

そして、多くの文章、節、句がメイン・テキ

ストのものと変えられることなく抽出・編集

されている。要約版で提起されている諸課

題、またここで扱われていない諸問題に関す

るより広範な解説を必要とする学生や他の人

たちには、メイン・テキストをひも解くこと

が奨励される。 

クラウン大学の神学と哲学の教授、L.アー

ノルド・ファスタッドは、メイン・テキスト

から精選し凝縮した第三版の要約版の原本を

作成し、その後わたし（エリクソン）と幾度

も親密にその完成のために協議した。近年展

開されている議論についてのファスタッドの

知識と大学生教育現場についての広範な経験

はわたしには測り知れない価値をもたらすも

のであり、ファスタッドの判断はいつも賢明

なものであった。一時期わたしの学生であ

り、今は大学関係の教育教材を作成するため

に共に働けることはわたしにとって大きな喜

びである。この改訂版の作成を励まし、数多

く助言を提供してくれたベイカー・アカデミ

ックの編集長に感謝したい。ロバート・ハン

ドとアリカ・テュールヴァンダムは編集過程

を通じ、この企画を見事に導いてくれた。ま

た数ある教育者や学生から提供された意見や

批評にお礼を申し上げたい。それらのもの

は、改訂版作成上非常に有益なものとなっ

た。 

 

ミラード・J・エリクソン 

  



↑、露蜘離棚冒f硫夏ゴ鑑鰍 F紹婁翼誌 _

11ル Sin,」esuS Christ,atonemё llt alld salvation,the church,alld eschato108v The

third editio■ ,■oW thOrOughly re宙 sed tllroughOut,takes illto accoullt ttedback缶 olll

prOfessOrs and studellts ttd re■ ects current tleo10giCal conversatio■ s,wlth added

materid o■ 地興m塾elllellt,聾tinCatbn,and_divine ttrehOwl墨

『

.

``⊂)learly、ritten and、 vell― Outlined,this book would seⅣ e as all excellellt c01lege

textbook as well as being accessible to educated l切ersons."

―Warren McWilliams,Rθ 姥づθ%sS劾務θS Rθυづθω

“This is an Outstanding illtroduction tO theology that should become a stalldard

llllderyaduate textbook.■ 's accessttle to all general rё aders,alld l strO■ d)z reCOm

mend it tO all b00kstores.''

一JOhn KOhlenberger III,Bθ θんsあ
“
I硫 7・20αι

“Unhes■atingll‐ recommended for use ill CllriStian colleges."

―RObert A.Pyne and Gary L.Nebeker,abJιθttθθα Sαθ%

“Tllis prOmillent pllblicatio■ is most wolthv7 0f seriOus study"

―τんθB″″sι S′απJα〃

∬嚇雷1職謬1器 潔脱l:蝉よ」GT懲塞1・
the010gy.無 such,麟ickso■l admirably achieved his purposes''
二B.Dale Ellenburg,″τグスπθ″θα l%θθι

“

づθαιル%ηttι

IL″γθJ?ιο,2で CんあS″απ Dθθιππθis■ worihvヽ n^レ 0■ christiall theo10〔 y to be made
attalldard textbook for a Bible sとh001 0r college course on theo108γ "      .
―均%θαル%παJグEυαでθあθαJ`磁θθJ9ク

Millard J.EriCkSo■ (PhD,Northvrestern Un市 ersityp has sel.7ed aS a pastor alld seminary

dean and has taugllt at sevcral scllools,including Southwestern Baptist The010gical

Semillary9 Western Semina7 cOrtlalld alld Sall JOso,and Bttor UniVerstt He has=dd

■lumerbus visiting prёfessorships alld is the author of mally b9oks.L.Arn。ld Hustad

(PhD,Ntt YOrk UniverSityn is professor ofthe010〔 v alld philosophy at CrOwn Cottge.

Theology/Doct“ ne

lSBN 978‐ 0‐ 8010‐ 4919-4

刈脚胴酬
w嘔″Lbakeracademic.comBBalcerkademic

a dlvision Of 3aker Publlshing Croup


